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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転操作部材と、
　前記回転操作部材とともに回転する導電部材と、
　互いに絶縁された複数の導電領域を有し、前記回転操作部材の回転に応じて前記導電部
材が摺動可能に接触する導電パターンと、
　前記回転操作部材の設定位置に応じて複数のモードを設定することが可能なモード設定
手段と、を有し、
　前記モード設定手段は、
　前記導電部材と前記導電パターンとの接触位置に応じた複数の信号レベルの組み合わせ
に基づいて、前記複数のモードの一つを設定し、
　前記回転操作部材の各設定位置に対応する前記複数の信号レベルの全ての組み合わせの
いずれとも異なる該複数の信号レベルの二つの組み合わせに関して、前記複数のモードの
少なくとも一つを設定し、
　前記複数のモードの数に対応する前記設定位置の数は奇数であることを特徴とする電子
ダイヤル装置。
【請求項２】
　前記回転操作部材には回転終点がないことを特徴とする請求項１に記載の電子ダイヤル
装置。
【請求項３】
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　前記複数の信号レベルの前記二つの組み合わせは、前記回転操作部材が互いに隣接する
特定の二つの設定位置の間にある場合に出現することを特徴とする請求項１または２に記
載の電子ダイヤル装置。
【請求項４】
　前記信号レベルは、前記複数の導電領域のそれぞれと前記導電部材との接触状態に応じ
て出力されるＨレベルまたはＬレベルであることを特徴とする請求項１または２に記載の
電子ダイヤル装置。
【請求項５】
　前記複数の信号レベルの前記全ての組み合わせのそれぞれに関して、該複数の信号レベ
ルのうち少なくとも一つの信号レベルはＨレベルであることを特徴とする請求項４に記載
の電子ダイヤル装置。
【請求項６】
　前記回転操作部材の前記設定位置が第１の設定位置である場合、前記複数の信号レベル
の前記組み合わせは第１の組み合わせであり、
　前記回転操作部材の前記設定位置が前記第１の設定位置から該第１の設定位置に隣接す
る第２の設定位置へ変化した場合、前記複数の信号レベルの前記組み合わせは、前記第１
の組み合わせに対して一つの信号レベルのみが異なる第２の組み合わせであることを特徴
とする請求項４または５に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項７】
　前記回転操作部材の前記設定位置が前記第２の設定位置とは反対の回転方向において前
記第１の設定位置に隣接する第３の設定位置である場合、前記複数の信号レベルの前記組
み合わせは、前記第１の組み合わせに対して二つの信号レベルのみが異なる第３の組み合
わせであり、
　前記モード設定手段は、前記回転操作部材の前記設定位置が前記第３の設定位置から前
記第１の設定位置へ変化する際に、前記複数のモードのそれぞれに対応する前記複数の信
号レベルの前記全ての組み合わせのいずれとも異なる該複数の信号レベルの前記二つの組
み合わせとして、前記第１の組み合わせおよび前記第３の組み合わせのいずれに対しても
一つの信号レベルのみが異なる第４の組み合わせおよび第５の組み合わせに関して、前記
複数のモードの少なくとも一つを設定することを特徴とする請求項６に記載の電子ダイヤ
ル装置。
【請求項８】
　前記モード設定手段は、前記複数の信号レベルの前記組み合わせが前記第４の組み合わ
せまたは前記第５の組み合わせである場合、前記回転操作部材が前記第１の設定位置また
は前記第３の設定位置にある場合に設定される一つのモードを設定することを特徴とする
請求項７に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項９】
　導電部材と、
　互いに絶縁された複数の導電領域を有し、前記導電部材との相対位置の変化に応じて前
記導電部材が摺動可能に接触する導電パターンと、
　前記導電部材の設定位置に応じて複数のモードを設定することが可能なモード設定手段
と、を有し、
　前記モード設定手段は、
　前記導電部材と前記導電パターンとの接触位置に応じた複数の信号レベルの組み合わせ
に基づいて、前記複数のモードの一つを設定し、且つ、
　前記導電部材の各設定位置に対応する前記複数の信号レベルの全ての組み合わせのいず
れとも異なる該複数の信号レベルの二つの組み合わせを設定し、
　前記複数のモードの数に対応する前記設定位置の数は奇数であり、
　前記二つの組み合わせは、前記複数の設定位置のうち互いに隣接する特定の二つの設定
位置の間に設定され、
　前記二つの組み合わせに設定されるモードは、前記特定の二つの設定位置に対応して設
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定された二つのモードのどちらか一方の一つのモードと同一のモードであることを特徴と
する電子ダイヤル装置。
【請求項１０】
　前記導電部材と前記導電パターンとの前記相対位置は、前記導電部材と前記導電パター
ンとの相対回転に応じて変化することを特徴とする請求項９に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項１１】
　前記相対回転には回転終点がないことを特徴とする請求項１０に記載の電子ダイヤル装
置。
【請求項１２】
　前記信号レベルは、前記複数の導電領域のそれぞれと前記導電部材との接触状態に応じ
て出力されるＨレベルまたはＬレベルであることを特徴とする請求項９乃至１１のいずれ
か１項に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項１３】
　前記複数の信号レベルの前記全ての組み合わせのそれぞれに関して、該複数の信号レベ
ルのうち少なくとも一つの信号レベルはＨレベルであることを特徴とする請求項１２に記
載の電子ダイヤル装置。
【請求項１４】
　前記導電部材の前記設定位置が第１の設定位置である場合、前記複数の信号レベルの前
記組み合わせは第１の組み合わせであり、
　前記導電部材の前記設定位置が前記第１の設定位置から該第１の設定位置に隣接する第
２の設定位置へ変化した場合、前記複数の信号レベルの前記組み合わせは、前記第１の組
み合わせに対して一つの信号レベルのみが異なる第２の組み合わせであることを特徴とす
る請求項１２または１３に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項１５】
　前記導電部材の前記設定位置が前記第２の設定位置とは反対の回転方向において前記第
１の設定位置に隣接する第３の設定位置である場合、前記複数の信号レベルの前記組み合
わせは、前記第１の組み合わせに対して二つの信号レベルのみが異なる第３の組み合わせ
であり、
　前記モード設定手段は、前記導電部材の前記設定位置が前記第３の設定位置から前記第
１の設定位置へ変化する際に、前記複数のモードのそれぞれに対応する前記複数の信号レ
ベルの前記全ての組み合わせのいずれとも異なる該複数の信号レベルの前記二つの組み合
わせとして、前記第１の組み合わせおよび前記第３の組み合わせのいずれに対しても一つ
の信号レベルのみが異なる第４の組み合わせおよび第５の組み合わせに関して、前記複数
のモードの少なくとも一つを設定することを特徴とする請求項１４に記載の電子ダイヤル
装置。
【請求項１６】
　前記モード設定手段は、前記複数の信号レベルの前記組み合わせが前記第４の組み合わ
せまたは前記第５の組み合わせである場合、前記導電部材が前記第１の設定位置または前
記第３の設定位置にある場合に設定される一つのモードを設定することを特徴とする請求
項１５に記載の電子ダイヤル装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の電子ダイヤル装置を有することを特徴とする
電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ等の電子機器に搭載される電子ダイヤル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、デジタルカメラやビデオカメラ、携帯情報端末等の電子機器には、動作モー
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ドや各種設定を行うための電子ダイヤル装置が設けられている。電子ダイヤル装置には、
機器本体に導電パターンを設けた基板を固定するとともに、ダイヤルの回転に応じて導電
パターンに対して摺動する板ばね状の位相接片をダイヤルに固定して構成されている。ま
た、回転方向に並んで配置された複数のクリック溝部と、これらのクリック溝部に係合す
る球体とを有し、ダイヤルの回転に応じてこの球体と複数のクリック溝部とを係脱させる
ことにより、ダイヤルの回転操作にクリック感を発生させるようにしている。
【０００３】
　このようなダイヤル装置は、導電パターンと位相接片との通電状態を検出することによ
り、ダイヤルの位置（ポジション）を判定する。また、電子ダイヤル装置は、グレイコー
ドを用いることにより、ポジション数に対して電気信号の数を少なくしている場合がある
。グレイコードは、隣接ポジションに移る際、誤出力を防ぐため、複数の信号のうち１つ
の信号レベルのみが「アクティブ」から「非アクティブ」、または、「非アクティブ」か
ら「アクティブ」に切り替わっていくコード配列が前提となる。しかし、ポジション数が
奇数の場合、前述の前提が一部のポジション間で成立せず、隣接ポジションに移る際に誤
出力する可能性がある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、コード出力形式のロータリースイッチにおいて、スイッチの
切り替え時にポジション間で誤出力する問題を、確実に解消しうるロータリースイッチが
開示されている。確定信号を出力する確定信号端子を備えることにより、誤出力を抑制す
ることができる。
【０００５】
　また、ｎ個（奇数個）のうちの１つのポジション間に２つのコード配列を持つ導電パタ
ーンを備えることにより、ポジション数をｎ個（奇数個）、コード数をｎ＋１として誤出
力を抑える技術も公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２５０５６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に開示されたロータリースイッチでは、確定信号が摺動部に
一定以上の間隔を持って配置されるため、摺動摩耗により導電パターンが剥離する可能性
がある。導電パターンの剥離を回避するために、導電パターンの端に絶縁シートを配置し
てもよいが、その場合、絶縁シートの段差によるダイヤル操作感触が低下する可能性があ
る。また、確定信号と位相接片が触れない位相が生じるため、位相接片は、一時的に、電
気的に浮遊した金属となり、信号が安定せず揺れてしまう可能性がある。
【０００８】
　一方、前述の公知技術では、１つのポジション間にコードが切り替わる箇所があり、基
板上には導電パターンのない箇所、すなわち溝が生じる。クリック荷重の高い２つのポジ
ションの中心ではなく、クリック荷重の低い１ポジション内に溝が生じるため、ユーザは
回転操作時に段差を感じやすく、操作感触の低下が懸念される。
【０００９】
　そこで本発明は、操作感触を犠牲にすることなく安定した信号を生成可能な電子ダイヤ
ル装置および撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一側面としての電子ダイヤル装置は、回転操作部材と、前記回転操作部材とと
もに回転する導電部材と、互いに絶縁された複数の導電領域を有し、前記回転操作部材の
回転に応じて前記導電部材が摺動可能に接触する導電パターンと、前記回転操作部材の設
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定位置に応じて複数のモードを設定することが可能なモード設定手段とを有し、前記モー
ド設定手段は、前記導電部材と前記導電パターンとの接触位置に応じた複数の信号レベル
の組み合わせに基づいて、前記複数のモードの一つを設定し、前記回転操作部材の各設定
位置に対応する前記複数の信号レベルの全ての組み合わせのいずれとも異なる該複数の信
号レベルの二つの組み合わせに関して、前記複数のモードの少なくとも一つを設定し、前
記複数のモードの数に対応する前記設定位置の数は奇数である。
　また、本発明の一側面としての電子ダイヤル装置は、導電部材と、互いに絶縁された複
数の導電領域を有し、前記導電部材との相対位置の変化に応じて前記導電部材が摺動可能
に接触する導電パターンと、前記導電部材の設定位置に応じて複数のモードを設定するこ
とが可能なモード設定手段と、を有し、前記モード設定手段は、前記導電部材と前記導電
パターンとの接触位置に応じた複数の信号レベルの組み合わせに基づいて、前記複数のモ
ードの一つを設定し、且つ、前記導電部材の各設定位置に対応する前記複数の信号レベル
の全ての組み合わせのいずれとも異なる該複数の信号レベルの二つの組み合わせを設定し
、前記複数のモードの数に対応する前記設定位置の数は奇数であり、前記二つの組み合わ
せは、前記複数の設定位置のうち互いに隣接する特定の二つの設定位置の間に設定され、
前記二つの組み合わせに設定されるモードは、前記特定の二つの設定位置に対応して設定
された二つのモードのどちらか一方の一つのモードと同一のモードであることを特徴とす
る。
 
【００１１】
　本発明の他の側面としての電子機器は、上述の電子ダイヤル装置を有する。
 
【００１２】
　本発明の他の目的及び特徴は、以下の実施形態において説明される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、操作感触を犠牲にすることなく安定した信号を生成可能な電子ダイヤ
ル装置および撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態における撮像装置の斜視図である。
【図２】本実施形態における電子ダイヤル装置の分解斜視図である。
【図３】本実施形態における電子ダイヤル装置の上面図である。
【図４】本実施形態における位相接片の上面図である。
【図５】本実施形態における導電パターンを有するフレキシブル基板の上面図である。
【図６】本実施形態におけるコード配列表である。
【図７】本実施形態における導電パターンを有するフレキシブル基板の上面図である。
【図８】図６に示されるコード配列において、ポジションＰ１からポジションＰ９へモー
ドダイヤル２を操作した場合の信号変化の順序を示す図である。
【図９】比較例としての導電パターンを有するフレキシブル基板の上面図である。
【図１０】比較例としてのコード配列表である。
【図１１】図１０に示されるコード配列において、ポジションＰ９からポジションＰ１へ
モードダイヤルを操作した場合の信号変化の順序を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１６】
　まず、図１を参照して、本実施形態における撮像装置の概略について説明する。図１は
、撮像装置（デジタル一眼レフカメラ）１の斜視図である。撮像装置１の上面には、撮影
における種々の撮影条件を設定するモードダイヤル（回転操作部材）２が配置されている
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。モードダイヤル２は、ユーザの回転操作に応じて時計回りまたは反時計回りに回転する
ことにより、シャッター速度優先モード（Ｔｖモード）や絞り値優先モード（Ａｖモード
）などの撮影条件を設定する撮影モード（モード）を選択（設定）することができる。３
は、撮像装置１の上面側に設けられた外装カバーである。なお本実施形態において、撮像
装置１には、不図示の交換レンズ（撮像光学系）を着脱可能に取り付けることができる。
ただし本実施形態は、これに限定されるものではなく、撮像光学系と撮像装置本体とが一
体的に構成された撮像装置にも適用可能である。
【００１７】
　次に、図２を参照して、モードダイヤル２を含む電子ダイヤル装置の構成について説明
する。図２は、電子ダイヤル装置１００の分解斜視図である。図２において、４はフレキ
シブル基板（ＦＰＣ、基板）、５はフレキシブル基板４に設けられた導電パターンである
。６はモードダイヤル２とともに回転する位相接片（導電部材）、７はクリック板である
。位相接片６は、クリック板７に熱かしめにて一体化されている。クリック板７には、モ
ードダイヤル２の回転位相と同数の谷部があり、この谷部にクリックボール８が係合する
ことにより、モードダイヤル２の回転操作の際にクリック感を発生させる。コイルばね９
は、クリックボール８をクリック板７に付勢させる役割を有する。
【００１８】
　モードダイヤルキャップ１０は、モードダイヤル２に接着固定されており、モードダイ
ヤル２の回転位相（状態数）と同数の絵柄が印刷されている。モードダイヤルキャップ１
０の絵柄と外装カバー３の指標１１とを合わせることにより、ユーザにどの撮影モードが
選択（設定）されているかを明示する。電源レバー１２は、撮像装置１の電源をＯＮ／Ｏ
ＦＦ操作するための部材である。板ばね１３は、電源レバー１２の内壁面の谷部に係合し
、電源ＯＮ／ＯＦＦ操作の際にクリック感を発生させる。記憶手段（メモリ）１４は、後
述の図６に示されるコード配列表（コードテーブル）を記憶している。モード設定手段（
制御部）１５は、記憶手段１４に記憶されたコードテーブルに基づいて、モードダイヤル
２の設定位置（図６に示されるポジションＰ１～Ｐ９）に応じて複数のモード（図６に示
されるモードＡ～Ｉ）を選択的に設定することが可能である。
【００１９】
　次に、図３を参照して、電子ダイヤル装置１００の回転位置とモード（撮影モード）と
の関係について説明する。図３は、電子ダイヤル装置１００の上面図である。図３に示さ
れるように、本実施形態において、モードダイヤルキャップ１０には、モード「Ａ」「Ｂ
」「Ｃ」「Ｄ」「Ｅ」「Ｆ」「Ｇ」「Ｈ」「Ｉ」の合計９種類のモードが、モードダイヤ
ル２のポジション（設定位置）Ｐ１～Ｐ９にそれぞれ対応して示されている。本実施形態
において、モードＡ～Ｉまでの撮影モードに対応し、回転角度４０ｄｅｇの間隔で配置さ
れているポジションをそれぞれＰ１～Ｐ９とする。　
【００２０】
　ユーザは、モードダイヤル２を回転させることにより、９種類の撮影モードを自由に切
り替えることができる。また本実施形態において、モードダイヤル２は、時計回りまたは
反時計回りの操作の際に操作不可となる回転終点を設けていない。このためユーザは、時
計回りおよび反時計回りのいずれの回転方向においても、モードダイヤル２を回転させ続
けることが可能である。
【００２１】
　次に、図４を参照して、本実施形態における位相接片（導電部材）６の構成について説
明する。図４は、位相接片６の上面図である。図４に示されるように、位相接片６は、弾
性形状を有する導電性材料から構成されており、位相接片６の先端には、導電パターン５
との接点６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄが設けられている。モードダイヤル２の回転中心から接
点６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄまでのそれぞれの距離は全て互いに異なっており、四つの接点
６ａ～６ｄの回転軌跡は互いに重ならない配置となっている。接点６ａ～６ｄは、所定の
荷重でフレキシブル基板４の導電パターン５に押し付けられることにより、電気的に安定
してフレキシブル基板４と接続される。また、全ての接点６ａ～６ｄはそれぞれ、二つの
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分割接点を有する。これは、いずれか一方の分割接点がゴミなどの異物により導電パター
ン５と導通できない場合でも、他方の分割接点で導通状態を保持するためである。接点６
ａと接点６ｃとを結ぶ直線Ｌ１、および、接点６ｂと接点６ｄとを結ぶ直線Ｌ２は、モー
ドダイヤル２の回転中心を通る直線上に設定される。また、直線Ｌ１および直線Ｌ２はそ
れぞれ、モードダイヤル２の回転中心に関して、互いに反対の位置に設定される。これは
、モードダイヤル２の回転中心に対してできるだけ接圧荷重を釣り合わせることにより、
位相接片６の傾きを抑制するとともに、ユーザがモードダイヤル２を回転操作したときの
感触不良を抑えるためである。
【００２２】
　次に、図５を参照して、導電パターン５を備えたフレキシブル基板４について説明する
。図５は、導電パターン５を備えたフレキシブル基板４の上面図である。導電パターン５
は、互いに絶縁された信号エリア（複数の導電領域）を有し、モードダイヤル２の回転に
応じて位相接片６が摺動可能に接触する。
【００２３】
　導電パターン５は、互いに絶縁された５つの信号エリア（複数の導電領域）を含む。５
つの信号エリアのうち、１つは基準電位信号（ＧＮＤ信号）のエリアである。ＧＮＤ信号
は、位相接片６を介して、残りの４つの信号エリア（導電領域）と電気的に接続すること
が可能である。本実施形態では、位相接片６のポジション（位置）に応じたモードダイヤ
ル２の回転位相（回転位置）に従って、４つの信号電位（複数の信号レベル）のそれぞれ
をアクティブまたは非アクティブに切り替えることができる。ここで、アクティブとは信
号レベルがＨＩＧＨレベル（Ｈレベル）すなわち「１」を示す状態（第１の状態）であり
、非アクティブとは信号レベルがＬＯＷレベル（Ｌレベル）すなわち「０」を示す状態（
第２の状態）である。
【００２４】
　モード数がｎ個のモードダイヤル２の場合、ｎ種類の信号レベルの組み合わせを有する
導電パターン５（複数の導電領域）を配置することが考えられる。しかし、この場合、モ
ード数ｎに応じて導電パターン５の面積が増加し、モードダイヤル２だけでなく、撮像装
置１などの製品全体が大きくなってしまう。このため、モード数ｎを信号レベル「０」（
ＬＯＷ）と「１」（ＨＩＧＨ）との組合せ、いわゆる二進数に変換することにより、信号
数を削減することが可能なグレイコードが用いられる。二進数における１は前述の信号電
位ＨＩＧＨに、０は前述の信号電位ＬＯＷに置き換えられる。またグレイコードは、隣接
したコードに移行する際に、複数の信号のうち必ず１つの信号レベルのみが変化するとい
う規則を有する。以降、コード（信号レベル）の説明の際には、信号の電位がＨＩＧＨで
あれば「Ｈ」（Ｈレベル）、信号の電位がＬＯＷであれば「Ｌ」（Ｌレベル）という。ま
たコード配列（複数の信号レベルの組み合わせ）は「信号１、信号２、信号３、信号４」
の順で記載する。
【００２５】
　図９（ａ）、図９（ｂ）、図９（ｃ）は、比較例として、グレイコードの規則に則って
いない導電パターンを有するフレキシブル基板の平面図である。接点６ｄがＧＮＤ信号の
導電領域（信号ＧＮＤを出力する導電領域）に接続されているため、残る接点６ａ、接点
６ｂ、接点６ｃと接触している導電領域に関する信号のレベルはＬである。図９（ａ）は
、「ＨＬＬＬ」というコード（複数の信号レベルの組み合わせ）から、位相接片６が回転
中心３１を軸として反時計回りの回転方向２０に回転し、コード「ＨＬＨＨ」の導電領域
に移行しようとしている図である。詳細には、接点６ａと接触している導電領域（第３の
導電領域）がＬからＨに、接点６ｂと接触している導電領域（第４の導電領域）と接触し
ている信号４がＬからＨに、２つの信号が同時に変化しようとしている。
【００２６】
　図９（ｂ）は、導電パターン５と位相接片６のそれぞれの形状が設計値と一致し、導電
パターン５の中心３０と位相接片６の回転中心３１が互いに一致した場合に、位相接片６
が回転方向２０に回転し、コード「ＨＬＨＨ」の導電領域に移行した瞬間の図である。前
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述の条件を満たせば、「信号３」「信号４」の２つの信号を厳密な意味で同時に変化させ
ることが可能である。しかし、部品の形状や組み立てのばらつきを考慮すると、前述の条
件を満たす可能性は低く、ほとんどの場合、信号は１つずつ順序を持って変化してしまう
。変化の仕方は、次の二通りである。
「ＨＬＬＬ」→「ＨＬＬＨ」→「ＨＬＨＨ」　・・・　順序（１）
「ＨＬＬＬ」→「ＨＬＨＬ」→「ＨＬＨＨ」　・・・　順序（２）
　図９（ｃ）は、導電パターン５の中心３０と位相接片６の回転中心と３１が互いにずれ
てしまい、「ＨＬＬＬ」から「ＨＬＨＨ」へ移行するまでの間に、順序（２）の「ＨＬＨ
Ｌ」を経由している瞬間の図である。順序（１）の「ＨＬＬＨ」および順序（２）の「Ｈ
ＬＨＬ」はいずれも、モード設定の際に意図していない不要なコードである。
【００２７】
　グレイコードは、前述のように隣接したコードに移行する際に必ず１つの信号しか変化
しないという規則を守らなければならない。しかしながら、本実施形態にて説明するダイ
ヤルのように、ポジション数ｎ（モードの数）が奇数かつ回転終点のないダイヤルでは、
グレイコードの規則を守ることができない箇所が必ず生じる。
【００２８】
　回転終点のないダイヤルでは、ポジションＰ１からポジションＰ２などの互いに隣接す
る位置間の移動に加えて、ポジションＰ１とポジションＰ９との間の移動が加わる。この
ため、ポジションＰ１とポジションＰ９に配置されたコードも、互いに隣接したコードに
該当する。回転終点のないダイヤルにて、例えば隣接する信号への移動の際に１つの信号
をＨからＬに変化させた場合、同一回転方向に回し続け、再度同ポジションに変更される
までに、必ず同信号をＬからＨに変化させなければならない。すなわち、少なくとも「Ｈ
からＬ」「ＬからＨ」の２回の変化が必要であり、それが全ての信号に適用されることか
ら、コードの変化回数は必ず偶数にならなければならない。モード数に対応するポジショ
ン数ｎ（モードダイヤル２の設定位置の数）が偶数の場合、ポジションＰ１からポジショ
ンＰｎまで回転した場合にコードが変化する回数は（ｎ－１）回である。モードダイヤル
２に回転終点がない場合、ポジションＰ１とポジションＰｎとの間でも１回コードが変化
する。すなわち、コードが変化する回数は合計ｎ回となる。すなわち、必ず偶数回のコー
ド変化を有することとなり、グレイコードの規則を守ったコード配列を設定することがで
きる。
【００２９】
　一方、モード数に対応するポジション数ｎ（設定位置の数）が奇数の場合、ポジション
Ｐ１からポジションＰｎまでにコードが変化する回数は（ｎ－１）回（偶数回）である。
また、モードダイヤル２に回転終点がない場合、ポジションＰ１とポジションＰｎとの間
のコード変化回数１回が加わり、コード変化回数は合計ｎ回（奇数回）となる。すなわち
、必ず奇数回のコード変化を有することとなり、グレイコードの規則を守ることができな
い箇所が必ず一箇所生じる。
【００３０】
　図１０は、ポジション数が９の場合の比較例としてのグレイコード配列表である。前述
のように、ポジション数（モード数）が奇数であるため、グレイコードの規則が守られて
いない。ユーザがモードダイヤルを回転させ、モードＩが設定されているポジションＰ９
からモードＡが設定されているポジションＰ１に変更を行うとする。その際、二つの信号
が同時に切り替わることはほとんどないため、信号は一つずつ順序を有して変化してしま
う。その順序は二通りある。
【００３１】
　図１１は、図１０に示されるコード配列において、ポジションＰ９からポジションＰ１
へモードダイヤル２を操作した場合の信号変化の順序を示す図である。図１１に示される
ように、ポジションＰ４に割り当てられているモードＤを経由する順序（３）、または、
ポジションＰ８に割り当てられているモードＨを経由する順序（４）が生じる。すなわち
、ユーザがモードダイヤル２を回転させ、モードＡからモードＩ、または、モードＩから
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モードＡにモードを変更する場合、ユーザは１つのポジションだけ回転させたのにも関わ
らず、操作途中でモードＤまたはモードＨへモードが変更される可能性がある。特にユー
ザが回転動作をゆっくり行う場合や回転途中で停止させた場合、ユーザが意図しないモー
ドへの変化を認識しやすい。このため、回転途中にユーザの意図しないモードに切り替わ
ってしまう箇所があることは、好ましくない。
【００３２】
　このような課題の対策として、図１０に示されるコード配列の場合、例えば、モードＡ
からモードＤ、モードＡからモードＨ、モードＩからモードＤ、および、モードＡからモ
ードＨへのそれぞれの変化を撮像装置１が無視するような仕組みが考えられる。しかし実
際にユーザが素早くモードダイヤル２を回転させ、モードＡからモードＤへの切り替えを
試みた場合、撮像装置１がモードの変化を無視してしまうという新たな課題が生じる。以
下、奇数のポジション数を有するモードダイヤル特有の問題点を解決する本実施形態を説
明する。
【００３３】
　図６を参照して、本実施形態におけるコード配列表を説明する。図６は、本実施形態に
おけるコード配列表であり、コード配列のポジション（位置）、モード（撮影モード）、
および、コードの関係を示している。図６に示されるように、ポジション数が９かつモー
ド数が９のモードダイヤル２に割り当てるコードとして、モード数に２を加えた１１通り
のコードを用意する。このとき、１１通りのコードは互いに異なる配列（互いに異なる複
数の信号レベルの組み合わせ）である。また、コードＣ１～Ｃ９間において隣接するコー
ドへ移動する際に必ず変化する信号は１種類のみである（４つの信号エリア（信号１～４
）のうちいずれか一つの信号レベルのみが変化する）というコード配列とする。加えて、
コードＣ９からコードＣ１０、または、コードＣ１０からコードＣ１へのコードの移動の
際にも、変化する信号は１種類のみというコード配列とする。同様に、コードＣ９からコ
ードＣ１１、または、コードＣ１１からコードＣ１へのコードの移動の際にも、変化する
信号は１種類のみというコード配列とする。
【００３４】
　ここで、導体パターンを作成するのは、コードＣ１からコードＣ９までであり、コード
Ｃ１０、Ｃ１１に関する導体パターンについては作成しない。そして、従来と同様に、コ
ードＣ１～Ｃ９にはモードＡ～Ｉをそれぞれ割り当てる。本実施形態では、それに加えて
、コードＣ１０、Ｃ１１には、コードＣ１またはコードＣ９に割り当てられたモードと同
じモード、すなわちモードＡまたはモードＩを割り当てる。このとき、コードＣ１０、Ｃ
１１にモードＡまたはモードＩが割り当てられていれば、同じモード（コードＣ１０、Ｃ
１１の両方がモードＡまたはモードＩ）でも、異なるモード（コードＣ１０、Ｃ１１の一
方がモードＡで、他方がモードＩ）でも構わない。なお図６において、コードＣ１０、Ｃ
１１には、コードＣ９と同じモードＩが割り当てられている。
【００３５】
　次に、図７を参照して、本実施形態における導電パターン５を有するフレキシブル基板
４について説明する。図７は、本実施形態における導電パターンを有するフレキシブル基
板４の上面図である。図７（ａ）は位相接片６がポジションＰ１に配置された図、図７（
ｂ）は位相接片６がポジションＰ９に配置された図をそれぞれ示している。ユーザが回転
方向２０へモードダイヤル２を回転させてポジションＰ１からポジションＰ９へ変更する
操作は、二つの信号レベル（本実施形態では信号３、４）を変化させる操作となり、グレ
イコードの規則には則っていない。
【００３６】
　図８は、図６に示されるコード配列において、ポジションＰ１からポジションＰ９へモ
ードダイヤル２を操作した場合の信号変化の順序を示す図である。図８に示されるように
、コードＣ１０の信号レベルの組み合わせ「ＨＨＬＨ」を経由する順序（５）、コードＣ
１１の信号レベルの組み合わせ「ＨＨＨＬ」を経由する順序（６）が生じる。しかし、コ
ードＣ１０の信号レベルの組み合わせ「ＨＨＬＨ」、および、コードＣ１１の信号レベル



(10) JP 6851872 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

の組み合わせ「ＨＨＨＬ」は、それぞれ、コードＣ１～Ｃ９のいずれとも異なる配列（組
み合わせ）である。このため、モードダイヤル２の操作中に、コードＣ１～Ｃ９に割り当
てられたいずれかのモードに切り替わってしまうことはない。また、コードＣ１０の信号
レベルの組み合わせ「ＨＨＬＨ」、および、コードＣ１１の信号レベルの組み合わせ「Ｈ
ＨＨＬ」には、隣接するコードＣ９と同じモード、すなわちモードＩが割り当てられてい
る。このため、順序（５）、（６）のいずれの順序で信号レベルが変化しても、モードは
「Ａ」→「Ｉ」→「Ｉ」の順で変化する。「Ｉ」→「Ｉ」の変化は、撮像装置１の撮影モ
ードが変更されていないことに等しい。従って、ユーザは、コードＣ１０、Ｃ１１を経由
したことに気が付くことなく、モードの変更を行うことができる。
【００３７】
　このように本実施形態において、モード設定手段１５は、導電部材（位相接片６）と導
電パターン５との接触位置に応じた複数の信号レベルの組み合わせ（コードＣ１～Ｃ９）
に基づいて、複数のモードの一つを設定する。またモード設定手段１５は、モードダイヤ
ル２の各設定位置（Ｐ１～Ｐ９）に対応する複数の信号レベルの全ての組み合わせ（Ｃ１
～Ｃ９）のいずれとも異なる二つの組み合わせ（Ｃ１０、Ｃ１１）に関して、複数のモー
ドの少なくとも一つ（モードＩ）を設定する。好ましくは、複数の信号レベルの二つの組
み合わせは、モードダイヤル２が互いに隣接する特定の二つの設定位置（Ｐ１、Ｐ９）の
間にある場合に出現する。また好ましくは、信号レベルは、複数の導電領域のそれぞれと
導電部材との接触状態に応じて出力されるＨレベルまたはＬレベルである。
【００３８】
　好ましくは、モードダイヤル２の設定位置が第１の設定位置（Ｐ１）である場合、複数
の信号レベルの組み合わせは第１の組み合わせ（Ｃ１：ＨＨＨＨ）である。設定位置が第
１の設定位置から第１の設定位置に隣接する第２の設定位置（Ｐ２）へ変化した場合、複
数の信号レベルの前記組み合わせは、第１の組み合わせに対して一つの信号レベルのみが
異なる第２の組み合わせ（Ｃ２：ＬＨＨＨ）である。より好ましくは、設定位置が第２の
設定位置とは反対の方向において第１の設定位置に隣接する第３の設定位置（Ｐ９）であ
る場合、信号レベルの組み合わせは、第１の組み合わせに対して二つの信号レベルのみが
異なる第３の組み合わせ（Ｃ９：ＨＨＬＬ）である。モード設定手段１５は、設定位置が
第３から第１の設定位置へ変化する際に、第１および第３の組み合わせのいずれに対して
も一つの信号レベルのみが異なる第４および第５の組み合わせ（ＨＨＬＨ、ＨＨＨＬ）に
関して、複数のモードの少なくとも一つを設定する。例えば、第４の組み合わせはコード
Ｃ１０（ＨＨＬＨ）に相当し、第５の組み合わせはコードＣ１１（ＨＨＨＬ）に相当する
。また、複数のモードの少なくとも一つとしては、モードＩまたはモードＡが設定される
。すなわちモード設定手段１５は、複数の信号レベルの組み合わせが第４または第５の組
み合わせである場合、モードダイヤル２が第１の設定位置（Ｐ１）または第３の設定位置
（Ｐ９）にある場合に設定される一つのモードを設定する。
【００３９】
　本実施形態において、全ての信号レベルがＬＯＷとなるコード、すなわち信号レベルの
組み合わせ「ＬＬＬＬ」を使用しないコード配列とすることが好ましい。すなわち、複数
の信号レベルの全ての組み合わせのそれぞれに関して、複数の信号レベルのうち少なくと
も一つの信号レベルはＨレベルである。本実施形態は、四つの信号にＧＮＤ信号を加えた
五つの信号が四周の導電パターンに配置された基板と、四つの接点を有する位相接片との
組み合わせで構成されている。そのうち一つの接点は、いずれの位相（ポジション）にお
いても必ずＧＮＤ信号の導電領域と接している。従って、全ての信号がＬＯＷとなるコー
ド配列を適用させるには、接点を更に一箇所、導電パターンの周を更に一周増やす必要が
ある。その場合、同じポジション数であってもモードダイヤルの径が大型化してしまう。
このため本実施形態では、ポジション数に加えて二つのコード配列が必要となるが、全て
の信号がＬＯＷとなるコードを使用しないコード配列とすることが好ましい。
【００４０】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
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定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【００４１】
　本実施形態において、電子ダイヤル装置を備えた電子機器として撮像装置を説明したが
、これに限定されるものではなく、電子ダイヤル装置は撮像装置以外の電子機器にも適用
可能である。
【符号の説明】
【００４２】
２　モードダイヤル（回転操作部材）
５　導電パターン
６　位相接片（導電部材）
１５　モード設定手段
１００　電子ダイヤル装置

【図１】 【図２】
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